
は し が き

本書を執筆することについて、私は長らく躊躇してきた。それは、次のような
理由による。
1つは、塩尻公明という巨人についての研究に本格的に取り組むためには、広
大で深奥な思想的識見と求道に関する徹底した体験とを必要とすると考えていた
からである。明らかに私は、そのいずれをも欠いているからである。それゆえ
に、塩尻公明研究に取り組むことは、到底無理な企画であった。
2つは、私は塩尻公明の最終講義を受けて以来、彼の著書の愛読者ではあって
も、長い間、それ以上には出ない存在であったからである。愛読者であること
と、塩尻公明の思想を守り、その思想に忠実に生きることとは、全くとは言わな
いまでも、別問題であるからである。塩尻公明の思想に憧れ、人格の完成に生き
るべきという彼の生き方には同感し、そう生きたいとは熱願したが、現実の自分
はまったくそういう存在ではなかったということである。
3つは、私は、塩尻公明思想を継承する任務を負っている学問上の正統な弟子
ではないし、また、そんな畏れ多い存在ではないこと、まして、その力量もない
と考えてきたからである。塩尻公明研究には、塩尻公明公認の弟子がおり、彼が
もっとも適任者である、と周囲の人々も（当然、私も）考えてきたからである。
4つは、私の本来の教育学・教育行政学研究だけで精一杯で、塩尻公明の思想
研究に取り組む余裕などなかったからである。私は、私の専門とする教育学・教
育行政学の分野においてさえ未

いま

だ一人前の業績すら挙げていない。にも拘わらず
私は、私の気ままで動じ易い性格によって、いろいろな脇道の研究テーマにも手
を出してきた。このツケが、専門性の薄い研究成果しか残せていない結果を招来
している。私自身、慙

ざん

愧
き

の念に堪えない思いである。ただし、残された人生にお
いて、これまで進めてきた教育学・教育行政学の研究テーマを何とか形にしたい
ものと決意しているところである。
5つは、塩尻公明研究は、一人の非力な教育学研究者が片手間でやれる研究で
はないということである。そもそも片手間でやれるような研究など何処にもない

　�
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のであるが、塩尻公明研究に取り組むことは、少なくとも、私の残りの生涯の全
時間と全エネルギーとを注ぎ込むことを要求するに違いない。否、私がそうした
努力をしたとしても、この研究は、確たる成果が見込める予測もないのである。
それほど、塩尻公明研究は、私には途方もない大きなテーマなのである。おそら
く、そのことが分かっていたから、賢明な人々は、塩尻公明研究に手をつけな
かったのではなかろうか。
ところが2010年の春から、私は想定外の仕事として、『塩尻公明　民主主義
の道徳哲学（講義ノート）』を編集することになった。その作業中、改めて塩尻公
明の講義原稿を読んだり講義録音を聴き返したりするうちに、身の程を忘れて、
何らかの形の塩尻公明論を書いておきたいと思うようになった。「塩尻公明会」
の元メンバーたちが、背を押して下さったことも大いに影響した。さらに遅まき
ながらも、同会編『塩尻公明会便り』誌（会報、1～ 20号、今は廃刊）における私へ
の期待を知るに及んで、今こそ、少しでもメンバーの方々の厚意に報いなければ
ならないとも考えるに至った。
しかし今回の私の無謀な試みも、メモ書きを整理した域を出なかった。それゆ
えに本書は、塩尻公明の思想の全体像に取り組んでくれる勇敢な人物が出現して
くるまでの繋ぎであると考えたい。
塩尻公明の未公表のまま残されている膨大な日記や講義原稿類が、いつの日に
か公刊されることになれば、その時、塩尻公明の実像がもっと鮮明になってくる
のではないかと考える。
ささやかな「塩尻公明論ノート」であるが、賢明なる読者からの建設的なご意
見とご批評とをお願いする次第である。
終わりになったが、出版事情の必ずしもよくない中にもかかわらず、前著『現
代教育思想としての塩尻公明』（1999年）に続き、続篇となる本書の刊行を快諾さ
れた大学教育出版と佐藤守社長、編集でお世話になった安田愛さまに、心からお
礼と感謝とを申し上げたい。

2011年 6月 5日
中谷　彪
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